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	糖尿病は全世界的に罹患率が上昇している病気です。近年、SGLT2阻害薬やGLP-1製剤といった新規の糖尿病治療薬が開発されてきており、以前と比較すると外来での治療の選択肢も増えてきており患者様個々にあった治療法を選択しやすくなってきています。
	しかしながら、外来での治療選択肢は増えているものの、突然発症する1型糖尿病、感染症や外傷などが誘引で生活スタイルが急激に変化した場合、熱中症発症時などには、糖尿病性ケトアシドーシス、糖尿病性ケトーシス、高血糖性高浸透圧症候群といった高血糖緊急症で緊急入院が必要になる状況がなくなることはありません。高血糖緊急症は、放置すると致命的になる疾患であり、高血糖緊急症を発症する症例の、もともとの血糖コントロール状況や投薬内容、併存疾患といった情報について検討を行うことは、発症リスクを予想、および発症後の糖尿...
	そこで本研究では、糖尿病・内分泌内科において高血糖緊急症で入院した症例の臨床的特徴を調査することを目的とします。

